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１．奈良県気候変動適応センターの設置について

＜組織体制＞

●県内の気候変動影響に関する情報を収集・整理・分析し、施策に反映させるとと

もに、 県民・事業者に必要な情報の提供や技術的助言を行う拠点として、

「奈良県気候変動適応センター」を令和7年1月6日に設置。

奈良県気候変動適応センター
（景観・環境総合センター）

①役割
・情報の収集、整理、分析
・情報発信
・技術的助言
・調査/研究ほか

②体制＜兼務＞
・センター長 ：景観・環境総合センター所長
・副センター長：景観・環境総合センター次長
・構成員 ：景観・環境総合センター

（水質係・大気係職員）
・事務局 ：景観・環境総合センター

脱炭素・水素社会推進課

①役割
・気候変動適応計画の策定
（気候変動適応法第12条）
・施策立案
・啓発

関係機関（外部）

・国立環境研究所
・環境省/近畿地方環境事務所
・県内市町村
・他府県
・奈良地方気象台
・奈良県地球温暖化防止活動センター
・有識者
ほか

（庁内）
連携・協働
情報共有
など 情報共有



２．奈良県の現状

推計人口
（2022年10月現在）

130万5,981人

県総面積 3,690.94㎢

森林面積 県総面積の76.8％

●奈良県は、紀伊半島の中央部に位置する内陸県で、面積、人口とも、全国のおよそ1/100。

●農業産出額は、２０２２年は３９０億円で、全国４５位。上位５品目は、米、柿、いちご、生乳、

鶏卵。なかでも柿は全国第２位の生産。

＜奈良県の気候＞
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